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現
役
記
者
時

代
の
友
人
と
年

が
明
け
て
か
ら
、

新
年
の
挨
拶
が

て
ら
近
況
の
話

に
花
が
咲
い
た
。

後
期
高
齢
者
同
士
だ
か

ら
、
話
の
中
身
は
自
ず

と
健
康
問
題
へ
。

「
お
れ
に
は
不
思
議

な
〝
臨
死
体
験
〟
が
あ

る
ん
だ
よ
」
。
打
ち
明

け
た
彼
の
話
は
ー
。

「
都
内
の
料
亭
で
宴
会

の
席
を
離
れ
、
ト
イ
レ

で
用
を
足
し
た
後
、
突

然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床

に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

体
は
雲
の
よ
う
な
も
の

に
浮
き
、
幸
せ
な
気
分

と
何
と
も
言
え
な
い
快

感
に
包
ま
れ
た
」
。

「
意
識
を
失
っ
た
の
は
、

３
分
く
ら
い
。
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
だ
ろ
う

が
、
そ
の
後
何
食
わ
ぬ

顔
で
宴
席
に
戻
っ
た
」
。

故
立
花
隆
氏
が
「
臨

死
体
験
」
を
著
す
約
20

年
前
の
出
来
事
だ
。
友

人
は
続
け
る
。
「
ア
レ

以
来
、
死
は
怖
く
な
く

な
っ
た
よ
。
案
外
と
幸

せ
な
気
持
ち
で
逝
け
る

の
で
は
な
い
か
」
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

大人の仲間入り 自覚と責任を誓う

2 0 歳 の 節 目
県東南部５市１町

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
民
法
改
正
後
初
の

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
県
東

南
部
の
５
市
１
町
は
従
来
ど
お

り
20
歳
を
迎
え
た
新
成
人
を
対

象
に
式
典
を
実
施
し
た
。
対
象

を
20
歳
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

越
谷
市
教
委
の
担
当
者
は
「
18
、

19
歳
は
大
学
受
験
や
就
職
シ
ー

ズ
ン
と
重
な
り
、
適
当
で
な
い
」

と
し
て
い
る
。

越
谷
市
は
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
を
１
月
８
日
に
開
催
。
中

学
体
育
館
な
ど
12
会
場
の
地
区

別
方
式
で
実
施
し
た
。
新
成
人

数
は
３
２
５
７
人
。
こ
れ
は
ピ
ー

ク
時
（
１
９
９
３
年
度
）
の
６

０
９
７
人
に
比
べ
53
％
と
い
う

激
減
ぶ
り
＝
写
真
は
花
田
苑
付

近
で
撮
影
（
了
解
の
う
え
撮
影

時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま

す
）
。

一
方
、
八
潮
市
は
同
９
日
に

「
成
人
式
」
を
開
催
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
下
を
考
慮
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
省
き
、
正
味
15
分
ほ
ど

で
終
了
。
八
潮
駅
周
辺
の
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
に
よ
る
人
口
増
に

伴
い
、
新
成
人
数
は
８
５
０
人

前
後
を
推
移
し
て
い
る
（
市
教

委
）
。

吉
川
市
の
「
成
人
式
」
は
同

８
日
に
総
合
体
育
館
を
会
場
に

３
部
制
で
実
施
。
事
前
に
、
市

内
外
に
住
む
20
歳
を
対
象
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
つ
き
の
案
内
状
を
郵

送
、
出
席
の
可
否
を
電
子
申
請

し
て
も
ら
っ
た
。
直
接
、
会
場

を
訪
れ
た
新
成
人
に
対
し
て
は
、

改
め
て
電
子
申
請
の
手
続
き
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

早
春
の
草
加
路
を
走
る
「
第
10
回
草
加
松
原

太
鼓
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
２
０

２
３
」
が
３
月
12
日
、
草
加
小
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
。

実
行
委
・
草
加
市
主
催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
で
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
人
気
の
「
仮
装
の
部
」
が
見
送
ら
れ
、
今
大
会
か
ら
「
車
い
す
の
部
」
が

新
設
さ
れ
た
。
大
会
事
務
局
の
担
当
者
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
人
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。
参
加
者
に
「
草
加
せ
ん
べ
い
味
比
べ
セ
ッ
ト
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

各
部
門
の
距
離
と
定

員
は
、
▽
車
い
す
の
部

＝
５
０
０
㍍
、
20
人
▽

松
並
木
の
部
＝
10
㌔
、

中
学
生
以
上
１
２
０
０

人
▽
草
加
宿
の
部
＝
１
・

２
㌔
、
小
３
～
小
６
年

の
男
女
各
１
５
０
人
▽

親
子
の
部
＝
１
・
２
㌔
、

５
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
保
護
者
及
び
小
１
～

小
２
と
保
護
者
各
１
５

０
組
。

新
設
の
「
車
い
す
の

部
」
は
競
技
向
け
の
車

い
す
は
不
可
。
コ
ー
ス

は
草
加
小
前
～
神
明
１

丁
目
交
差
点
（
志
免
屋

前
）
間
（
２
５
０
㍍
）

の
旧
日
光
街
道
を
往
復

す
る
。

メ
ー
ン
種
目
の

「
松
並
木
の
部
」

は
参
加
者
が
多
い

た
め
、
１
組
と
２

組
に
分
け
そ
れ
ぞ

れ
草
加
小
前
を
８

時
45
分
、
９
時
ス

タ
ー
ト
す
る
。

コ
ー
ス
は
国
指
定

名
勝
「
お
く
の
ほ

そ
道
の
風
景
地

草
加
松
原
」
の
矢

立
橋
、
百
代
橋
を

越
え
、
綾
瀬
川
護

岸
工
事
の
影
響
で

人
道
橋
の
中
曽
根

橋
か
ら
文
化
会
館

通
り
を
折
り
返
す
。

江
戸
の
風
情
を
残
す

旧
日
光
街
道
沿
い
の
家

並
み
を
抜
け
、
東
京
近

郊
で
ま
れ
な
風
光
明
媚

な
松
並
木
を
眺
め
な
が

ら
、
走
る
の
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
る
ラ
ン
ナ
ー

の
醍
醐
味
と
な
っ
て
い

る
。雨

天
決
行
。

大
会
Ｈ
Ｐ
はh

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
s
o
k
a
f
u
s
a
s
a
r
a
m
a
r

a
t
h
o
n
.
j
p
/

。
問
合
せ
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
０

４
８
・
９
２
２
・
２
８

６
１
。

草加松原を力走するランナー＝第８回大会・２０１９年３月10日撮影

国国指指定定名名勝勝 草草加加松松原原第
10
回

２
０
２
３

太鼓橋 ロードレース大会

３月12日（日） 雨天決行

雪 の 中 の 梅 の 木
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に
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

２月１２日(日)は新聞製作が休みのため

１３日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

2月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号３月は

１２日(日)

発行予定

（1）

２２月月11 22 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

中原 恵人氏 加藤 克明氏
２月19日投開票 吉 川 市 長 選

現 職 と 新 人 の 一 騎 打 ち か

任期満了に伴う吉川市長選

は２月12日告示され、同19日

に市内19カ所で投票される。

開票は同夜８時50分、市総合

体育館で即日開票される。12

月１日現在の有権者数は５万

９３９０人（男２万９４７９

人、女２万９９１１人）。

出馬を表明しているのは、

いずれも無所属で、３期目に

挑戦する現職の中原恵人氏（5

2）と元市議会議長の加藤克明

氏（55）の２人。いまのとこ

ろ（２月１日現在）、現職対

新人の一騎打ちで争われる公

算が大きい。

中原氏は市民との「共働」

によるまちづくりの実績を強

調。一方、加藤氏は首都近郊

としてのまちの躍進を掲げる。

市長選と同時に市議補選も

実施される。

ポラス株式会社 埼玉県越谷市南越谷１-２１-２ TEL０４８-９８９-９１１９
宅建業免許:国土交通大臣(４)第７０８１号 建設業:国土交通大臣許可(特-１)第１４６３１号(ポラテック㈱)

【【産産業業道道路路沿沿いい、、ササイイゼゼリリヤヤ越越谷谷南南町町店店横横】】

ポラスの注文住宅

【Amazonギフトカードについて】･進呈条件があります。詳しくはサイトにてご
確認ください。･本フェアはポラスグループによる提供です。本フェアについて
のお問い合わせはAmazonではお受けしておりません。ポラスグループフェ
ア事務局(048-989-9119)までお願いいたします。･Amazon、Amazon.co.jpお
よびそのロゴはAmazon.com.lnc.またはその関連会社の商標です。

体感すまいパーク越谷

仕仕事事にに集集中中ででききてて、、

家家族族もも感感じじらられれるる。。

””ははななれれ””とといいうう手手ががああっったたととはは。



22002233年年((令令和和55年年))22月月1122日日((日日)) とと うう ぶぶ まま いい にに ちち 第第8899号号 平成２７年１０月２０日創刊 （3）

年
の
初
め
の
２
日
、
市
内
に
あ
る
浅
見
神
社
へ
初

詣
に
出
か
け
た
。
こ
こ
数
年
、
当
人
の
高
齢
化
と
伴

に
、
恒
例
化
し
た
年
頭
行
事
で
、
今
年
も
無
病
息
災
、

世
界
平
和
な
ど
、
申
し
訳
な
い
お
賽
銭
で
、
あ
れ
こ

れ
と
願
掛
け
し
て
来
た
。

浅
見
神
社
は
、
別
府
市
民
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
知
っ

て
い
る
存
在
だ
が
、
市
外
に
住
む
人
に
は
、
認
知
度

が
低
い
。
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
か
ら
歩
い
て
20
分
弱
の
山
側

に
あ
り
、
今
年
で
創
建
８
２
７
年
。
昨
年
放
送
さ
れ

た
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
舞
台
と
な
っ

た
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
、
御
分
霊
を
受
け
た
の
が
始
ま

り
で
、
仁
徳
天
皇
や
応
神
天
皇
な
ど
八
柱
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
大
正
時
代
に
創
建
さ
れ
た
「
温

泉
神
社
」
が
、
戦
後
に
御
神
体
と

神
輿
が
浅
見
神
社
に
合
祀
さ
た
こ

と
で
、
同
神
社
は
別
府
温
泉
の
守

護
神
に
も
な
っ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
樹
齢
千
年
を
超
え

る
大
楠
や
、
夫
婦
で
二
本
の
木
の

間
を
通
る
と
絆
が
よ
り
強
く
な
る
、

と
言
わ
れ
て
い
る
夫
婦
杉
、
参
拝

の
時
に
参
道
の
石
畳
に
隠
さ
れ
た
、

ひ
ょ
う
た
ん
の
形
と
杯
の
絵
柄
の

石
を
見
つ
け
て
踏
む
と
、
縁
起
が

良
い
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

ま
だ
飲
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、

「
萬
太
郎
清
水
」
は
健
康
長
寿
の

湧
き
水
と
し
て
知
ら
れ
、
近
所
の

住
民
だ
け
で
な
く
市
内
各
地
か
ら

車
に
乗
っ
て
汲
み
に
来
る
ほ
ど
だ
。

参
拝
後
は
、
お
神
籤
を
引
く
の
が
慣
例
な
の
で
、
今
年

も
昨
年
と
同
じ
財
布
に
入
る
打
ち
出
の
小
槌
や
小
判
、
宝

船
な
ど
の
縁
起
物
が
入
っ
た
神
籤
を
手
に
取
ろ
う
と
し
た

時
、
そ
の
手
が
一
瞬
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

昨
年
は
２
０
０
円
だ
っ
た
の
が
、
な
ん
と
今
年
は
３
０

０
円
。
こ
の
ご
時
世
、
記
録
的
な
物
価
の
値
上
が
り
に
、

多
少
な
り
と
も
耐
性
は
で
き
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

お
守
り
の
お
神
籤
に
も
値
上
げ
の
嵐
が
吹
き
付
け
て
い
た

の
は
…
。

む
、
待
て
よ
。
参
拝
の
時
に
投
じ
た
お
賽
銭
は
昨
年
と

同
じ
金
額
。
賽
銭
の
値
上
げ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
、
神

様
は
怒
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
願

い
事
が
割
引
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
帰
宅
後

に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
し
ま
っ
た
。
い
や
は
や
、
新
年
早
々

愚
に
も
付
か
ぬ
こ
と
を
…
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・22・・1122

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「

浅
見
神
社
」

熱いラテンジャズの演奏に、会場を埋めた聴衆は大喜び

みんないっしょに楽しもう！

ニューイヤー 草加わっぱまつり

草加市 草の童の会

体が不自由な人もそうでは

ない人も、子どもも大人もいっ

しょに楽しもうーと、草加市

文化会館ホールで１月７日、

「ニューイヤー 草加わっぱ

まつり」が開かれた。主催は

ＮＰＯ法人子ども広場草加お

やこ劇場内にある「草の童の

会（くさのわっぱのかい）」。

入場は無料。

序章に登場したのが、市内

の保育所などに勤める保育士

さんで構成する「草加保育魂」

のメンバー。「ソーレ ドド

ン ドドン」。揃いの半纏姿

で勇壮に太鼓を打ち叩く。

「三宅太鼓草加教室」に所属

する子どもも加わり、ワッショ

イワッショイと場内が熱気に

包まれた。

一転して、プロの演奏集団

「エルスウイング」の登場。

サックス、ピアノ、ベース、

パーカッション…。名曲「枯

葉」などをラテンジャズ風に

おしゃれに演奏した。

幕間には、太っちょのお笑

い芸人こと「クラウンじんご

ろう」さんがジャグリングや

手品を披露、笑いを誘った。

第48回企画展「日々を装う」
３月12日（日）迄 八潮市資料館

身近な衣服をテーマとした

企画展「日々を装う」が八潮

市資料館で開催されている。

３月12日（日）まで。入場無

料。

生活様式が変わっても衣服

を着るという行為は不変。人々

はいつどのように装い、また

装いを作ってきたか。その服

飾文化を見つめ直すことが企

画展の目的という。

構成は、和服から洋服へ変

化する第１章▽晴れ着や仕事

着を装う場面及び衣服の手入

れを紹介する第２章▽養蚕・

染色など装いを彩った産業を

扱う第３章。

２月25日午前11時から型染

めの体験講座（定員20人）が

あり、２月14日から申込を受

け付ける。野良着試着も。資

料館（048・997・6666）へ。

初
詣
に
参
拝
し
た
浅
見
神
社
社
殿
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
は
連
日
氷
点
下
５
度
前
後
の

最
低
気
温
が
続
く
。
こ
の
寒
さ
を
待
ち
わ

び
て
い
た
の
が
皆
野
町
の
「
阿
左
美
冷
蔵
」
。

県
内
唯
一
の
天
然
氷
製
氷
店
と
し
て
知
ら

れ
る
。
通
年
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
沢
水

を
自
然
凍
結
さ
せ
た
氷
を
使
っ
た
か
き
氷

を
求
め
多
数
の
行
楽
客
ら
が
訪
れ
る
。

切
り
出
し
は
気
温
に
も
よ
る
が
毎
年
１

月
に
入
る
と
行
わ
れ
る
。
長
瀞
町
本
野
上

の
宝
登
山
ろ
く
北
側
に
作
ら
れ
た
製
氷
池

が
切
り
出
し
場
。
近
く
を
流
れ
る
高
野
沢

か
ら
広
さ
約
３
０
０
平
方
㍍
の
製
氷
池
２

面
に
水
を
引
き
込
み
自
然
凍
結
を
待
ち
、

厚
さ
が
15
㌢
前
後
に
な
る
と
切
り
出
し
を

始
め
る
。

エ
ン
ジ
ン
が
付
い
た
円
形
の
こ
ぎ
り
を

使
い
横
70
㌢
、
縦
50
㌢
ほ
ど
の
大
き
さ
に

切
り
分
け
る
。
氷
は
素
早
く
ト
ラ
ッ
ク
で

３
㌔
ほ
ど
離
れ
た
自
宅
の
大
型
氷
室
に
運

び
込
ま
れ
「
か
き
氷
」
と
し
て
長
瀞
、
皆

野
町
の
２
カ
所
に
あ
る
店
で
通
年
を
通
し

て
販
売
。
夏
は
店
頭
に
列
が
で
き
る
ほ
ど
。

「
頭
が
痛
く
な
ら
な
い
」
「
滑
ら
か
」
な

ど
天
然
氷
の
人
気
は
高
い
。

凍
て
付
く
秩
父
に
は
冬
の
贈
り
物
が
ま

だ
あ
る
。
「
秩
父
三
大
氷
柱
」
と
呼
び
、

渓
谷
を
飾
る
氷
柱
の
見
所
が
３
カ
所
点
在

す
る
。

そ
の
一
つ
目
が
秩
父
市
大
滝
の
「
三
十

槌
（
み
そ
つ
ち
）
の
氷
柱
」
。
荒
川
右
岸

の
岸
壁
か
ら
湧
き
出
る
清
水
が
極
寒
の
寒

さ
の
中
で
氷
柱
に
。
自
然
が
作
り
出
す
氷

の
芸
術
は
高
さ
10
㍍
、
幅
50
㍍
ほ
ど
。
暖

冬
の
影
響
な
の
か
滴
り
落
ち
る
清
水
が
何

ら
か
の
原
因
ん
で
減
少
し
た
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
長
年
見
て
き
て
年
々
小
型
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
２
月
23
日
ま
で

（
天
候
に
よ
り
短
縮
も
。
連
夜
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
）
。

小
鹿
野
町
の
「
尾
ノ
内
氷
柱
」
は
商
工

会
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
人
工

的
に
尾
ノ
内
沢
か
ら
水
を
引
き
散
布
し
て

岸
壁
を
氷
で
覆
い
、
自
然
に
負
け
な
い
氷

柱
群
を
作
り
出
し
た
。
特
に
沢
を
跨
い
だ

吊
り
橋
か
ら
の
眺
望
は
見
応
え
が
あ
る
。

２
月
26
日
ま
で
（
短
縮
も
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
２
月
19
日
ま
で
の
土
日
夜
間
）

西
武
鉄
道
の
芦
ケ
久
保
駅
か
ら
徒
歩
15

分
ほ
ど
の
近
場
に
あ
る
の
が
横
瀬
町
の

「
あ
し
が
く
ぼ
の
氷
柱
」
。
９
年
ほ
ど
前

に
町
観
光
協
会
が
地
元
の
協
力
を
得
て
氷

柱
群
を
整
え
た
。
遊
歩
道
整
備
な
ど
県
も

加
わ
り
周
辺
を
整
備
。
「
兵
の
沢
」
か
ら

導
水
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
を
使
い
二

子
山
北
側
の
渓
谷
斜
面
に
散
水
を
続
け
自

然
凍
結
さ
せ
た
。
２
月
23
日
ま
で
。
（
短

縮
も
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
期
間
中
の
金
土

日
祝
日
の
夜
間
。
金
曜
以
外
要
予
約
）
。

岡
﨑

ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞

記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

冬
の
使
者
2023・02・12

草加商工会議所（野崎友義会頭）は、政府が第三国定住制度に

より受け入れる難民12人を会議所会員の事業所で雇用する方針を

打ち出した。会議所が掲げる難民の雇用を通しての社会貢献の一

環。12人はいま、定住支援プログラムに沿って日本語や日本文化・

社会制度を勉強中で、４月から草加、八潮市内で就労する。商工

会議所挙げての難民雇用は、全国でも例の少ない試み。

12人の難民は、ミャンマーなどから第三国のマレーシアに避

難した人たち。公益財団法人「アジア福祉教育財団難民事業本部」

（ＲＨＱ）の支援で第三国定住難民第12陣として昨年９月に来日

した。内訳は20歳～30歳代の単身者ばかりで、出身国はミャンマー

11人、イラク１人。

受け入れるのは、草加商工会議所の会員である製造・流通・サー

ビス業界の６事業所。すでに難民の人と事業所との間で職場見学、

面接を終了。４月から就労し始め、適性をへて半年後の10月より

正式採用される。給与を含む雇用条件は日本人と全く同じ。ＲＨ

Ｑ主催のプログラム終了を待つ事業所側はいま、社員寮やアパー

トなど難民の住まい探しに取り組む。

草加商工会議所自らも20代のミャンマー人女性を雇用する。英

語が堪能で、市内で働く同じ難民や外国人労働者の相談窓口を担

当予定。「一日も早く仕事に慣れ、労働対策分野で活躍して欲し

い」と山﨑修専務理事は期待する。

難民受け入れについて、野崎会頭は「ウクライナ避難民をはじ

め、アフガニスタンやミャンマーなど縁あって日本を頼ってきた

多くの方々の存在を知り、自分たちにもできる貢献が何かないか

と模索してきた」と述べ、「今回の『第三国定住難民の受け入れ』

という結果に結びついてことで、地域の中小企業１社１社が力を

合わせれば、大きな国際貢献ができることを証明していきたい」

と、国際貢献としてのさらなる雇用継続に意欲を示す。

２０１９年度に草加市から産業労働力創出事業を受託した商

工会議所。就職面接会を実施したり、求人企業の魅力発信サービ

スを展開してきたが、人手不足の抜本的な解決には至っていない。

今回の第三国定住難民の雇用が社会貢献と外国人材の確保という

両面から成果を上げることを期待しているという。

スローガンは「国際貢献」

４月から草加商工会議所

ミャンマー難民を雇用

完成した松原児童青少年交流センター「ミラトン」

松原児童青少年交流センター「ミラトン」オープン

１月４日 草加市

７年前に閉館した松原

児童館に替わる施設とし

て、草加市は１月４日、

青少年活動・多世代交流・

文化芸術を備えた松原児

童青少年交流センター

（松原４）をオープンさ

せた。

鉄筋コンクリート造り

２階建て延べ１４１４平

方㍍で、ホール・音楽室・

ダンス室・創作工房・お

やこルームなどを完備。

アーチ状の建物が連な

り、室内や壁の仕切りを

減らし、多様な用途に対

応させたのが特徴。

１月７日の開所式で、

愛称「ミラトン」を命名

した外村陽子さんに感謝

状が贈られた。松原テニ

スコートもオープンした。
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年
の
初
め
の
２
日
、
市
内
に
あ
る
浅
見
神
社
へ
初

詣
に
出
か
け
た
。
こ
こ
数
年
、
当
人
の
高
齢
化
と
伴

に
、
恒
例
化
し
た
年
頭
行
事
で
、
今
年
も
無
病
息
災
、

世
界
平
和
な
ど
、
申
し
訳
な
い
お
賽
銭
で
、
あ
れ
こ

れ
と
願
掛
け
し
て
来
た
。

浅
見
神
社
は
、
別
府
市
民
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
知
っ

て
い
る
存
在
だ
が
、
市
外
に
住
む
人
に
は
、
認
知
度

が
低
い
。
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
か
ら
歩
い
て
20
分
弱
の
山
側

に
あ
り
、
今
年
で
創
建
８
２
７
年
。
昨
年
放
送
さ
れ

た
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
舞
台
と
な
っ

た
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
、
御
分
霊
を
受
け
た
の
が
始
ま

り
で
、
仁
徳
天
皇
や
応
神
天
皇
な
ど
八
柱
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
大
正
時
代
に
創
建
さ
れ
た
「
温

泉
神
社
」
が
、
戦
後
に
御
神
体
と

神
輿
が
浅
見
神
社
に
合
祀
さ
た
こ

と
で
、
同
神
社
は
別
府
温
泉
の
守

護
神
に
も
な
っ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
樹
齢
千
年
を
超
え

る
大
楠
や
、
夫
婦
で
二
本
の
木
の

間
を
通
る
と
絆
が
よ
り
強
く
な
る
、

と
言
わ
れ
て
い
る
夫
婦
杉
、
参
拝

の
時
に
参
道
の
石
畳
に
隠
さ
れ
た
、

ひ
ょ
う
た
ん
の
形
と
杯
の
絵
柄
の

石
を
見
つ
け
て
踏
む
と
、
縁
起
が

良
い
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

ま
だ
飲
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、

「
萬
太
郎
清
水
」
は
健
康
長
寿
の

湧
き
水
と
し
て
知
ら
れ
、
近
所
の

住
民
だ
け
で
な
く
市
内
各
地
か
ら

車
に
乗
っ
て
汲
み
に
来
る
ほ
ど
だ
。

参
拝
後
は
、
お
神
籤
を
引
く
の
が
慣
例
な
の
で
、
今
年

も
昨
年
と
同
じ
財
布
に
入
る
打
ち
出
の
小
槌
や
小
判
、
宝

船
な
ど
の
縁
起
物
が
入
っ
た
神
籤
を
手
に
取
ろ
う
と
し
た

時
、
そ
の
手
が
一
瞬
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

昨
年
は
２
０
０
円
だ
っ
た
の
が
、
な
ん
と
今
年
は
３
０

０
円
。
こ
の
ご
時
世
、
記
録
的
な
物
価
の
値
上
が
り
に
、

多
少
な
り
と
も
耐
性
は
で
き
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

お
守
り
の
お
神
籤
に
も
値
上
げ
の
嵐
が
吹
き
付
け
て
い
た

の
は
…
。

む
、
待
て
よ
。
参
拝
の
時
に
投
じ
た
お
賽
銭
は
昨
年
と

同
じ
金
額
。
賽
銭
の
値
上
げ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
、
神

様
は
怒
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
願

い
事
が
割
引
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
帰
宅
後

に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
し
ま
っ
た
。
い
や
は
や
、
新
年
早
々

愚
に
も
付
か
ぬ
こ
と
を
…
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・22・・1122

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「

浅
見
神
社
」

熱いラテンジャズの演奏に、会場を埋めた聴衆は大喜び

みんないっしょに楽しもう！

ニューイヤー 草加わっぱまつり

草加市 草の童の会

体が不自由な人もそうでは

ない人も、子どもも大人もいっ

しょに楽しもうーと、草加市

文化会館ホールで１月７日、

「ニューイヤー 草加わっぱ

まつり」が開かれた。主催は

ＮＰＯ法人子ども広場草加お

やこ劇場内にある「草の童の

会（くさのわっぱのかい）」。

入場は無料。

序章に登場したのが、市内

の保育所などに勤める保育士

さんで構成する「草加保育魂」

のメンバー。「ソーレ ドド

ン ドドン」。揃いの半纏姿

で勇壮に太鼓を打ち叩く。

「三宅太鼓草加教室」に所属

する子どもも加わり、ワッショ

イワッショイと場内が熱気に

包まれた。

一転して、プロの演奏集団

「エルスウイング」の登場。

サックス、ピアノ、ベース、

パーカッション…。名曲「枯

葉」などをラテンジャズ風に

おしゃれに演奏した。

幕間には、太っちょのお笑

い芸人こと「クラウンじんご

ろう」さんがジャグリングや

手品を披露、笑いを誘った。

第48回企画展「日々を装う」
３月12日（日）迄 八潮市資料館

身近な衣服をテーマとした

企画展「日々を装う」が八潮

市資料館で開催されている。

３月12日（日）まで。入場無

料。

生活様式が変わっても衣服

を着るという行為は不変。人々

はいつどのように装い、また

装いを作ってきたか。その服

飾文化を見つめ直すことが企

画展の目的という。

構成は、和服から洋服へ変

化する第１章▽晴れ着や仕事

着を装う場面及び衣服の手入

れを紹介する第２章▽養蚕・

染色など装いを彩った産業を

扱う第３章。

２月25日午前11時から型染

めの体験講座（定員20人）が

あり、２月14日から申込を受

け付ける。野良着試着も。資

料館（048・997・6666）へ。

初
詣
に
参
拝
し
た
浅
見
神
社
社
殿
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
は
連
日
氷
点
下
５
度
前
後
の

最
低
気
温
が
続
く
。
こ
の
寒
さ
を
待
ち
わ

び
て
い
た
の
が
皆
野
町
の
「
阿
左
美
冷
蔵
」
。

県
内
唯
一
の
天
然
氷
製
氷
店
と
し
て
知
ら

れ
る
。
通
年
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
沢
水

を
自
然
凍
結
さ
せ
た
氷
を
使
っ
た
か
き
氷

を
求
め
多
数
の
行
楽
客
ら
が
訪
れ
る
。

切
り
出
し
は
気
温
に
も
よ
る
が
毎
年
１

月
に
入
る
と
行
わ
れ
る
。
長
瀞
町
本
野
上

の
宝
登
山
ろ
く
北
側
に
作
ら
れ
た
製
氷
池

が
切
り
出
し
場
。
近
く
を
流
れ
る
高
野
沢

か
ら
広
さ
約
３
０
０
平
方
㍍
の
製
氷
池
２

面
に
水
を
引
き
込
み
自
然
凍
結
を
待
ち
、

厚
さ
が
15
㌢
前
後
に
な
る
と
切
り
出
し
を

始
め
る
。

エ
ン
ジ
ン
が
付
い
た
円
形
の
こ
ぎ
り
を

使
い
横
70
㌢
、
縦
50
㌢
ほ
ど
の
大
き
さ
に

切
り
分
け
る
。
氷
は
素
早
く
ト
ラ
ッ
ク
で

３
㌔
ほ
ど
離
れ
た
自
宅
の
大
型
氷
室
に
運

び
込
ま
れ
「
か
き
氷
」
と
し
て
長
瀞
、
皆

野
町
の
２
カ
所
に
あ
る
店
で
通
年
を
通
し

て
販
売
。
夏
は
店
頭
に
列
が
で
き
る
ほ
ど
。

「
頭
が
痛
く
な
ら
な
い
」
「
滑
ら
か
」
な

ど
天
然
氷
の
人
気
は
高
い
。

凍
て
付
く
秩
父
に
は
冬
の
贈
り
物
が
ま

だ
あ
る
。
「
秩
父
三
大
氷
柱
」
と
呼
び
、

渓
谷
を
飾
る
氷
柱
の
見
所
が
３
カ
所
点
在

す
る
。

そ
の
一
つ
目
が
秩
父
市
大
滝
の
「
三
十

槌
（
み
そ
つ
ち
）
の
氷
柱
」
。
荒
川
右
岸

の
岸
壁
か
ら
湧
き
出
る
清
水
が
極
寒
の
寒

さ
の
中
で
氷
柱
に
。
自
然
が
作
り
出
す
氷

の
芸
術
は
高
さ
10
㍍
、
幅
50
㍍
ほ
ど
。
暖

冬
の
影
響
な
の
か
滴
り
落
ち
る
清
水
が
何

ら
か
の
原
因
ん
で
減
少
し
た
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
長
年
見
て
き
て
年
々
小
型
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
２
月
23
日
ま
で

（
天
候
に
よ
り
短
縮
も
。
連
夜
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
）
。

小
鹿
野
町
の
「
尾
ノ
内
氷
柱
」
は
商
工

会
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
人
工

的
に
尾
ノ
内
沢
か
ら
水
を
引
き
散
布
し
て

岸
壁
を
氷
で
覆
い
、
自
然
に
負
け
な
い
氷

柱
群
を
作
り
出
し
た
。
特
に
沢
を
跨
い
だ

吊
り
橋
か
ら
の
眺
望
は
見
応
え
が
あ
る
。

２
月
26
日
ま
で
（
短
縮
も
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
２
月
19
日
ま
で
の
土
日
夜
間
）

西
武
鉄
道
の
芦
ケ
久
保
駅
か
ら
徒
歩
15

分
ほ
ど
の
近
場
に
あ
る
の
が
横
瀬
町
の

「
あ
し
が
く
ぼ
の
氷
柱
」
。
９
年
ほ
ど
前

に
町
観
光
協
会
が
地
元
の
協
力
を
得
て
氷

柱
群
を
整
え
た
。
遊
歩
道
整
備
な
ど
県
も

加
わ
り
周
辺
を
整
備
。
「
兵
の
沢
」
か
ら

導
水
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
を
使
い
二

子
山
北
側
の
渓
谷
斜
面
に
散
水
を
続
け
自

然
凍
結
さ
せ
た
。
２
月
23
日
ま
で
。
（
短

縮
も
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
期
間
中
の
金
土

日
祝
日
の
夜
間
。
金
曜
以
外
要
予
約
）
。

岡
﨑

ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞

記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

冬
の
使
者
2023・02・12

草加商工会議所（野崎友義会頭）は、政府が第三国定住制度に

より受け入れる難民12人を会議所会員の事業所で雇用する方針を

打ち出した。会議所が掲げる難民の雇用を通しての社会貢献の一

環。12人はいま、定住支援プログラムに沿って日本語や日本文化・

社会制度を勉強中で、４月から草加、八潮市内で就労する。商工

会議所挙げての難民雇用は、全国でも例の少ない試み。

12人の難民は、ミャンマーなどから第三国のマレーシアに避

難した人たち。公益財団法人「アジア福祉教育財団難民事業本部」

（ＲＨＱ）の支援で第三国定住難民第12陣として昨年９月に来日

した。内訳は20歳～30歳代の単身者ばかりで、出身国はミャンマー

11人、イラク１人。

受け入れるのは、草加商工会議所の会員である製造・流通・サー

ビス業界の６事業所。すでに難民の人と事業所との間で職場見学、

面接を終了。４月から就労し始め、適性をへて半年後の10月より

正式採用される。給与を含む雇用条件は日本人と全く同じ。ＲＨ

Ｑ主催のプログラム終了を待つ事業所側はいま、社員寮やアパー

トなど難民の住まい探しに取り組む。

草加商工会議所自らも20代のミャンマー人女性を雇用する。英

語が堪能で、市内で働く同じ難民や外国人労働者の相談窓口を担

当予定。「一日も早く仕事に慣れ、労働対策分野で活躍して欲し

い」と山﨑修専務理事は期待する。

難民受け入れについて、野崎会頭は「ウクライナ避難民をはじ

め、アフガニスタンやミャンマーなど縁あって日本を頼ってきた

多くの方々の存在を知り、自分たちにもできる貢献が何かないか

と模索してきた」と述べ、「今回の『第三国定住難民の受け入れ』

という結果に結びついてことで、地域の中小企業１社１社が力を

合わせれば、大きな国際貢献ができることを証明していきたい」

と、国際貢献としてのさらなる雇用継続に意欲を示す。

２０１９年度に草加市から産業労働力創出事業を受託した商

工会議所。就職面接会を実施したり、求人企業の魅力発信サービ

スを展開してきたが、人手不足の抜本的な解決には至っていない。

今回の第三国定住難民の雇用が社会貢献と外国人材の確保という

両面から成果を上げることを期待しているという。

スローガンは「国際貢献」

４月から草加商工会議所

ミャンマー難民を雇用

完成した松原児童青少年交流センター「ミラトン」

松原児童青少年交流センター「ミラトン」オープン

１月４日 草加市

７年前に閉館した松原

児童館に替わる施設とし

て、草加市は１月４日、

青少年活動・多世代交流・

文化芸術を備えた松原児

童青少年交流センター

（松原４）をオープンさ

せた。

鉄筋コンクリート造り

２階建て延べ１４１４平

方㍍で、ホール・音楽室・

ダンス室・創作工房・お

やこルームなどを完備。

アーチ状の建物が連な

り、室内や壁の仕切りを

減らし、多様な用途に対

応させたのが特徴。

１月７日の開所式で、

愛称「ミラトン」を命名

した外村陽子さんに感謝

状が贈られた。松原テニ

スコートもオープンした。
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現
役
記
者
時

代
の
友
人
と
年

が
明
け
て
か
ら
、

新
年
の
挨
拶
が

て
ら
近
況
の
話

に
花
が
咲
い
た
。

後
期
高
齢
者
同
士
だ
か

ら
、
話
の
中
身
は
自
ず

と
健
康
問
題
へ
。

「
お
れ
に
は
不
思
議

な
〝
臨
死
体
験
〟
が
あ

る
ん
だ
よ
」
。
打
ち
明

け
た
彼
の
話
は
ー
。

「
都
内
の
料
亭
で
宴
会

の
席
を
離
れ
、
ト
イ
レ

で
用
を
足
し
た
後
、
突

然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床

に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

体
は
雲
の
よ
う
な
も
の

に
浮
き
、
幸
せ
な
気
分

と
何
と
も
言
え
な
い
快

感
に
包
ま
れ
た
」
。

「
意
識
を
失
っ
た
の
は
、

３
分
く
ら
い
。
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
だ
ろ
う

が
、
そ
の
後
何
食
わ
ぬ

顔
で
宴
席
に
戻
っ
た
」
。

故
立
花
隆
氏
が
「
臨

死
体
験
」
を
著
す
約
20

年
前
の
出
来
事
だ
。
友

人
は
続
け
る
。
「
ア
レ

以
来
、
死
は
怖
く
な
く

な
っ
た
よ
。
案
外
と
幸

せ
な
気
持
ち
で
逝
け
る

の
で
は
な
い
か
」
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

大人の仲間入り 自覚と責任を誓う

2 0 歳 の 節 目
県東南部５市１町

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
民
法
改
正
後
初
の

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
県
東

南
部
の
５
市
１
町
は
従
来
ど
お

り
20
歳
を
迎
え
た
新
成
人
を
対

象
に
式
典
を
実
施
し
た
。
対
象

を
20
歳
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

越
谷
市
教
委
の
担
当
者
は
「
18
、

19
歳
は
大
学
受
験
や
就
職
シ
ー

ズ
ン
と
重
な
り
、
適
当
で
な
い
」

と
し
て
い
る
。

越
谷
市
は
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
を
１
月
８
日
に
開
催
。
中

学
体
育
館
な
ど
12
会
場
の
地
区

別
方
式
で
実
施
し
た
。
新
成
人

数
は
３
２
５
７
人
。
こ
れ
は
ピ
ー

ク
時
（
１
９
９
３
年
度
）
の
６

０
９
７
人
に
比
べ
53
％
と
い
う

激
減
ぶ
り
＝
写
真
は
花
田
苑
付

近
で
撮
影
（
了
解
の
う
え
撮
影

時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま

す
）
。

一
方
、
八
潮
市
は
同
９
日
に

「
成
人
式
」
を
開
催
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
下
を
考
慮
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
省
き
、
正
味
15
分
ほ
ど

で
終
了
。
八
潮
駅
周
辺
の
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
に
よ
る
人
口
増
に

伴
い
、
新
成
人
数
は
８
５
０
人

前
後
を
推
移
し
て
い
る
（
市
教

委
）
。

吉
川
市
の
「
成
人
式
」
は
同

８
日
に
総
合
体
育
館
を
会
場
に

３
部
制
で
実
施
。
事
前
に
、
市

内
外
に
住
む
20
歳
を
対
象
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
つ
き
の
案
内
状
を
郵

送
、
出
席
の
可
否
を
電
子
申
請

し
て
も
ら
っ
た
。
直
接
、
会
場

を
訪
れ
た
新
成
人
に
対
し
て
は
、

改
め
て
電
子
申
請
の
手
続
き
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

早
春
の
草
加
路
を
走
る
「
第
10
回
草
加
松
原

太
鼓
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
２
０

２
３
」
が
３
月
12
日
、
草
加
小
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
。

実
行
委
・
草
加
市
主
催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
で
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
人
気
の
「
仮
装
の
部
」
が
見
送
ら
れ
、
今
大
会
か
ら
「
車
い
す
の
部
」
が

新
設
さ
れ
た
。
大
会
事
務
局
の
担
当
者
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
人
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。
参
加
者
に
「
草
加
せ
ん
べ
い
味
比
べ
セ
ッ
ト
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

各
部
門
の
距
離
と
定

員
は
、
▽
車
い
す
の
部

＝
５
０
０
㍍
、
20
人
▽

松
並
木
の
部
＝
10
㌔
、

中
学
生
以
上
１
２
０
０

人
▽
草
加
宿
の
部
＝
１
・

２
㌔
、
小
３
～
小
６
年

の
男
女
各
１
５
０
人
▽

親
子
の
部
＝
１
・
２
㌔
、

５
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
保
護
者
及
び
小
１
～

小
２
と
保
護
者
各
１
５

０
組
。

新
設
の
「
車
い
す
の

部
」
は
競
技
向
け
の
車

い
す
は
不
可
。
コ
ー
ス

は
草
加
小
前
～
神
明
１

丁
目
交
差
点
（
志
免
屋

前
）
間
（
２
５
０
㍍
）

の
旧
日
光
街
道
を
往
復

す
る
。

メ
ー
ン
種
目
の

「
松
並
木
の
部
」

は
参
加
者
が
多
い

た
め
、
１
組
と
２

組
に
分
け
そ
れ
ぞ

れ
草
加
小
前
を
８

時
45
分
、
９
時
ス

タ
ー
ト
す
る
。

コ
ー
ス
は
国
指
定

名
勝
「
お
く
の
ほ

そ
道
の
風
景
地

草
加
松
原
」
の
矢

立
橋
、
百
代
橋
を

越
え
、
綾
瀬
川
護

岸
工
事
の
影
響
で

人
道
橋
の
中
曽
根

橋
か
ら
文
化
会
館

通
り
を
折
り
返
す
。

江
戸
の
風
情
を
残
す

旧
日
光
街
道
沿
い
の
家

並
み
を
抜
け
、
東
京
近

郊
で
ま
れ
な
風
光
明
媚

な
松
並
木
を
眺
め
な
が

ら
、
走
る
の
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
る
ラ
ン
ナ
ー

の
醍
醐
味
と
な
っ
て
い

る
。雨

天
決
行
。

大
会
Ｈ
Ｐ
はh

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
s
o
k
a
f
u
s
a
s
a
r
a
m
a
r

a
t
h
o
n
.
j
p
/

。
問
合
せ
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
０

４
８
・
９
２
２
・
２
８

６
１
。

草加松原を力走するランナー＝第８回大会・２０１９年３月10日撮影

国国指指定定名名勝勝 草草加加松松原原第
10
回

２
０
２
３

太鼓橋 ロードレース大会

３月12日（日） 雨天決行

雪 の 中 の 梅 の 木
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

２月１２日(日)は新聞製作が休みのため

１３日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす
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2月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号３月は

１２日(日)

発行予定

（1）

２２月月11 22 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

中原 恵人氏 加藤 克明氏
２月19日投開票 吉 川 市 長 選

現 職 と 新 人 の 一 騎 打 ち か

任期満了に伴う吉川市長選

は２月12日告示され、同19日

に市内19カ所で投票される。

開票は同夜８時50分、市総合

体育館で即日開票される。12

月１日現在の有権者数は５万

９３９０人（男２万９４７９

人、女２万９９１１人）。

出馬を表明しているのは、

いずれも無所属で、３期目に

挑戦する現職の中原恵人氏（5

2）と元市議会議長の加藤克明

氏（55）の２人。いまのとこ

ろ（２月１日現在）、現職対

新人の一騎打ちで争われる公

算が大きい。

中原氏は市民との「共働」

によるまちづくりの実績を強

調。一方、加藤氏は首都近郊

としてのまちの躍進を掲げる。

市長選と同時に市議補選も

実施される。

ポラス株式会社 埼玉県越谷市南越谷１-２１-２ TEL０４８-９８９-９１１９
宅建業免許:国土交通大臣(４)第７０８１号 建設業:国土交通大臣許可(特-１)第１４６３１号(ポラテック㈱)

【【産産業業道道路路沿沿いい、、ササイイゼゼリリヤヤ越越谷谷南南町町店店横横】】

ポラスの注文住宅

【Amazonギフトカードについて】･進呈条件があります。詳しくはサイトにてご
確認ください。･本フェアはポラスグループによる提供です。本フェアについて
のお問い合わせはAmazonではお受けしておりません。ポラスグループフェ
ア事務局(048-989-9119)までお願いいたします。･Amazon、Amazon.co.jpお
よびそのロゴはAmazon.com.lnc.またはその関連会社の商標です。

体感すまいパーク越谷

仕仕事事にに集集中中ででききてて、、

家家族族もも感感じじらられれるる。。

””ははななれれ””とといいうう手手ががああっったたととはは。


